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「外国人技能実習制度の最新動向と
監理団体・実習実施者の運営上の留意点について」

外国人技能実習制度適正化事業「講習会」

　

２
月
17
日
、
前
橋
市
・
ホ
テ
ル
１

－

２

−

３
前
橋
マ
ー
キ
ュ
リ
ー
に
お
い

て
、
外
国
人
技
能
実
習
制
度
適
正
化
事

業
に
お
け
る
講
習
会
「
外
国
人
技
能
実

習
制
度
の
最
新
動
向
と
監
理
団
体
・
実

習
実
施
者
の
運
営
上
の
留
意
点
に
つ
い

て
」
を
開
催
し
た
。

　

講
師
は
、
公
益
財
団
法
人
国
際
研
修

協
力
機
構
東
京
駐
在
事
務
所
・
所
長
の

岡
村
陽
子
氏
。

　

は
じ
め
に
、技
能
実
習
制
度
の
目
的
・

趣
旨
、
労
働
力
需
給
の
調
整
の
手
段

（「
人
手
不
足
解
消
の
た
め
技
能
実
習
生

を
活
用
」
な
ど
の
勧
誘
・
紹
介
の
禁
止
）

と
し
て
は
な
ら
な
い
点
な
ど
、
技
能
実

習
制
度
の
基
本
的
事
項
に
つ
い
て
お
さ

ら
い
を
し
た
。

　

次
に
、
技
能
実
習
生
の
在
留
数
の
推

移
、
都
道
府
県
別
の
在
留
状
況
な
ど
に

つ
い
て
説
明
し
た
。

　

続
い
て
、
昨
秋
以
降
の
国
会
審
議
に

お
い
て
も
頻
繁
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

る
「
失
踪
技
能
実
習
生
」
の
問
題
に
つ

い
て
言
及
。

　

昨
年
12
月
24
日
付
に
て
出
入
国
在
留

管
理
庁
長
官
よ
り
発
出
さ
れ
た
周
知
文

書
「
技
能
実
習
制
度
に
お
け
る
失
踪
問

題
へ
の
対
応
に
つ
い
て
」
を
確
認
し
な

が
ら
、
失
踪
技
能
実
習
生
を
減
少
さ
せ

る
た
め
の
施
策
、
改
定
さ
れ
た
「
外
国

人
材
の
受
入
れ
・
共
生
の
た
め
の
総
合

的
対
応
策
」、「
技
能
実
習
生
の
失
踪
の

状
況
・
ト
ラ
ブ
ル
対
策
」
等
に
つ
い
て

解
説
を
行
っ
た
。

　

最
後
に
、
外
国
人
技
能
実
習
機
構
が

行
う
「
実
地
検
査
」
に
関
し
て
、
検
査

で
の
指
摘
内
容
、
監
理
許
可
・
計
画
認

定
取
消
し
事
例
等
に
つ
い
て
説
明
、
質

疑
応
答
後
、
講
習
会
を
終
了
し
た
。

講師の岡村 氏

最新動向に耳を傾ける受講者
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２
月
21
日
、
３
月
４
日
の
両
日
、
前

橋
市
・
前
橋
問
屋
セ
ン
タ
ー
会
館
に
お

い
て
、
税
理
士
の
古
知
潔
氏
を
講
師
に

招
き
、
組
合
決
算
税
務
講
習
会
を
開
催

し
た
。

第
１
回
目

「
組
合
の
決
算
手
続
き
に
つ
い
て
」

　

最
初
に
、
組
合
が
事
業
報
告
書
、
財

産
目
録
、
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算

書
、
剰
余
金
処
分
案
又
は
損
失
処
理
案

と
い
っ
た
決
算
関
係
書
類
を
作
成
す
る

目
的
と
し
て
左
記
の
３
つ
を
挙
げ
た
。

•
組
合
員
の
た
め
に
組
合
の
経
営
成

績
を
示
す

•
取
引
先
や
銀
行
に
組
合
の
経
営
成

績
を
示
す

•
法
人
税
等
の
申
告
に
必
要
な
書
類

を
示
す

　

こ
れ
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
決
算
関

係
書
類
を
作
成
す
る
の
は
税
務
署
の
た

め
で
な
く
、
所
属
す
る
組
合
員
の
た
め

で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と

強
調
し
た
。

　

ま
た
、
組
合
特
有
の
決
算
の
ポ
イ
ン

ト
と
し
て
、
左
記
４
点
を
解
説
し
た
。

• 

決
算
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

•
組
合
特
有
の
税
制
に
依
拠
す
る
期

末
整
理
に
つ
い
て

講師の古知潔 氏

• 

組
合
財
産
の
時
価
評
価
に
つ
い
て

•
脱
退
者
に
対
す
る
持
分
払
戻
し
計

算
に
つ
い
て

第
２
回
目

「
組
合
特
有
の
税
務
と
申
告
の

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
」

　

組
合
に
お
け
る
税
務
申
告
や
申
告
書

の
様
式
に
つ
い
て
、
左
記
の
よ
う
に
解

説
し
た
。

•
ま
ず
、
課
税
対
象
と
な
る
「
所
得

金
額
」
を
求
め
る
必
要
が
あ
る

•
会
計
上
の
「
当
期
純
利
益
」
に

税
務
上
の
修
正
を
加
え
た
も
の
が

「
所
得
金
額
」
と
な
る

•
税
務
上
の
修
正
に
は
、
益
金
算
入
、

益
金
不
算
入
、
損
金
算
入
、
損
金

不
算
入
が
あ
る

•
申
告
書
の
別
表
４
の
指
示
に
従
っ

て
記
載
し
て
い
け
ば
、「
当
期
純
利

益
」
を
「
所
得
金
額
」
に
直
す
こ

と
が
で
き
る

•
別
表
６
以
降
は
、
別
表
４
の
加
減

事
項
を
計
算
す
る
も
の
で
あ
る

　

講
演
の
中
で
、
講
師
の
古
知
氏
は
、

税
務
申
告
書
の
作
成
を
外
部
委
託
し
て

い
る
組
合
も
多
い
が
、
正
し
い
仕
組
み

を
組
合
側
で
理
解
し
て
お
く
こ
と
が
非

常
に
重
要
で
あ
る
と
訴
え
た
。

組合決算税務講習会
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２
月
27
日
、
前
橋
市
・
ホ
テ
ル
１

−

２

−

３
前
橋
マ
ー
キ
ュ
リ
ー
に
お
い

て
、「
中
小
企
業
の
人
材
採
用
と
職
場

定
着
」
を
テ
ー
マ
に
人
材
確
保
・
定
着

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。

　

講
師
は
、
法
政
大
学
経
営
大
学
院
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究

科
教
授
の
藤
村
博
之
氏
。

　

藤
村
氏
は
、
法
政
大
学
の
キ
ャ
リ
ア

セ
ン
タ
ー
の
セ
ン
タ
ー
長
を
務
め
た
経

験
を
踏
ま
え
、
中
小
企
業
の
人
材
採
用

の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
。

《 

中
小
企
業
の
採
用
活
動
の
あ
り
方 

》

　

中
小
企
業
が
大
企
業
と
同
じ
方
法
で

採
用
活
動
を
し
て
い
て
も
、
埋
も
れ
て

し
ま
い
採
用
に
つ
な
が
り
に
く
い
。
差

別
化
を
図
る
た
め
に
も
、
中
小
企
業
ら

し
い
採
用
活
動
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

　

大
企
業
は
、
様
々
な
こ
と
を
そ
つ
な

く
こ
な
す
「
平
均
点
の
高
い
人
材
」
を

採
用
す
る
傾
向
が
強
い
。
平
均
点
が
高

い
こ
と
が
必
ず
し
も
重
要
と
は
限
ら
な

い
。
大
手
が
採
用
し
な
か
っ
た
若
者
の

中
に
、
優
秀
な
人
材
に
成
長
す
る
可
能

性
を
秘
め
た
人
材
が
多
く
い
る
こ
と
を

認
識
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

《 

新
卒
者
の
採
用
の
ポ
イ
ン
ト 

》

　

採
用
に
あ
た
っ
て
は
、
自
社
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
。

学
生
は
、企
業
を
知
る
手
段
と
し
て
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
よ
く
見
て
お
り
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
が
な
か
っ
た
り
、
内
容
が
魅
力

的
で
な
い
と
、
そ
の
時
点
で
そ
の
企
業

は
就
職
先
の
選
択
肢
と
し
て
外
さ
れ
て

し
ま
う
と
思
っ
て
い
た
方
が
よ
い
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
は
凝
っ
た
も

の
で
あ
る
必
要
は
な
く
、
大
切
な
こ
と

は
多
く
の
情
報
を
オ
ー
プ
ン
に
す
る
こ

と
。
例
え
ば
、
中
小
企
業
で
は
、
誰
も

が
知
っ
て
い
る
製
品
に
使
わ
れ
て
い
る

部
品
を
作
っ
て
い
た
り
、
キ
ラ
リ
と
光

る
技
術
や
サ
ー
ビ
ス
を
も
っ
て
い
る
企

業
は
少
な
く
な
い
。
学
生
に
対
し
自
社

の
こ
と
を
積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
し
、
企

講師の藤村 氏

「中小企業の人材採用と職場定着」

人材確保・定着セミナー

業
の
こ
と
を
認
識
し
て
も
ら
い
、
自
社

の
魅
力
を
伝
え
て
も
ら
い
た
い
。

《 

現
在
の
若
者
気
質 

》

　

多
く
の
若
者
が
、
親
が
何
で
も
し
て

く
れ
、
何
で
も
与
え
て
く
れ
る
よ
う
な

環
境
で
育
っ
て
き
て
お
り
、
学
校
で

も
、
丁
寧
に
教
え
る
こ
と
が
当
た
り
前

に
な
っ
て
い
る
。そ
う
し
た
影
響
か
ら
、

今
の
若
者
は
、「
自
分
で
考
え
て
行
動

す
る
と
い
う
経
験
が
少
な
い
、
苦
手
」

と
い
っ
た
傾
向
が
見
受
け
ら
れ
る
。

　

苦
労
や
我
慢
の
先
に
仕
事
の
お
も
し

ろ
さ
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
は
じ

め
か
ら
面
白
い
仕
事
が
あ
る
と
考
え
て

し
ま
っ
て
い
る
若
者
も
多
い
。
自
分
に

合
わ
な
い
と
感
じ
る
と
仕
事
を
す
ぐ
に

辞
め
て
し
ま
い
、新
し
い
仕
事
を
探
す
。

自
分
で
工
夫
し
て
仕
事
に
取
り
組
む
と

い
う
考
え
が
希
薄
に
な
り
が
ち
。

　

採
用
時
に
優
秀
で
あ
る
と
判
断
し
た

人
が
、
入
社
後
、
そ
の
予
想
通
り
能
力

を
発
揮
し
、
活
躍
す
る
と
は
限
ら
な

い
。
採
用
側
の
企
業
と
し
て
は
、
は
じ

め
か
ら
優
秀
な
人
材
を
探
す
と
い
う
よ

り
も
、「
優
秀
な
人
材
は
仕
事
に
よ
っ

て
つ
く
ら
れ
る
、
企
業
が
育
て
る
」
と

い
う
発
想
で
採
用
活
動
を
行
っ
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。


